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志布志商店街エリア構想について

（１） 策定の背景
志布志商店街を含む志布志東部地区が抱える課題と現状を分析し、
⽬指す将来像を描いた「志布志東部地区エリア基本計画」が令和５
年度に策定されました。その中で、今後の志布志東部地区について
は「⼈づくり」「情報発信・体験づくり」「まちなみ継承・場づく
り」の３つを柱として、歴史的建造物の活⽤等を含めたまちづくり
を推進していくことが⽰されました。
志布志商店街においても、志布志東部地区エリア基本計画と連動し
た志布志商店街のさらなる振興につながる施策の実施に向けて、本
構想の策定を⾏いました。

（２）策定の⽬的
志布志商店街の振興を図るため、志布志商店街と、志布志港、志
布志駅周辺、志布志麓などそれぞれのエリアの持つ特性を⽣かし、
互いに連携することによって新たな魅⼒を創出し、何度でも訪れた
いと思っていただけるような概ね10年から20年先のエリアの将来
構想を描き、その実現によりエリア活性化や商⼯業の発展、新規出
店の促進に繋げていくことを策定の⽬的にしています。

志布志東部地区エリア基本計画

1.志布志商店街エリア構想とは



2. 現状分析

4



⼤慈寺

市役所

伝統的建物
⾵情ある建物

町並みの⾻格となる伝統的なつくりの建物やレトロな⾵情感じられる建物をプロットした。
地域資源としての活⽤可能性を探りつつ、それらを滞在拠点としたり、景観の構成要素として維持する計画が今後検討できる。

（１）現況調査

①歴史的⾵致の残る建物の調査（活⽤可能性のある建物）
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⼤慈寺

市役所
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商店街の現況を把握するために業種別に建物を⾊分けしプロットした。
直近50年ほどの歴史も把握できるため、計画エリアの設定などの検討に活⽤する。

（１）現況調査

②業種別マップ
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空き家・空き店舗

※令和2年歴史遺産を活⽤した魅⼒ある観光まちづくり計画を参考に作成

⼤慈寺

市役所

空き家や空き店舗の現状を把握する。分布や数を改めて知り、今後の活⽤計画に活かす。
地域住⺠には現状を改めて知ってもらうことで、まちぐるみの活動などへの参加を促すものになり得る。

（１）現況調査

③空き家・空き店舗
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⼤慈寺

市役所

空き家と同様に町並み景観に関わる、空き地の増加状況を把握する。
祭りやマルシェといったイベント利⽤や今後の空地対策検討に⽤いる。

（１）現況調査

④空き地や駐⾞場※付帯施設と関連のない単独の空き地・駐⾞場
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-

埋め⽴てにより広がった前川河⼝

志布志麓⼊⼝

前川
麓と相まって地域を形成する地形・みどり

太陽光パネル

⼭を開いて開発された地区

埋め⽴て地

開発にさらされなかったみどり

志布志駅

夜にぎわう志布志銀座街

本計画の主な対象エリア

国道448号

宝満寺

⼯業地帯

港湾や⼯業地帯のバッファとなっている都市公園
志布志湾

鉄道が廃⽌され、⽣まれた幹線道

崖線

⼤型ショッピングセンター

商店街周辺の現状を把握し、今後の計画に活⽤する。現状の計画エリアの周辺環境を
把握する。
計画エリアだけでなく、周辺を含め志布志エリアとして⾯的な展開や景観の維持など
の広域の取り組み検討に⽤いる。

（１）現況調査

⑤現状の環境（中域）

景観を阻害する⼤規模な廃墟

⼤規模なスーパー跡
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⼤慈寺

市役所

典型的なロードサイドの構造

あまり使われていない公園

麓を意識した意匠の駐⾞場広場

周囲に少ない伝統的なつくりの建物

現状認識できる商店街エリア

空きビルに付帯する⼤きな駐⾞場

裏通りのような雰囲気

閑散としている商店街⼊⼝エリア 病院など⼤きい施設
or駐⾞場

寺社など歴史資源が分散する

市役所の背景となっている⼭

現在の商店街の状況を把握し、今後の計画に活⽤する。
現状の強みと弱みを把握し、強みは計画に活かし、弱みは改善の対策を⽴て、エリアの活性化を図るために⽤いる。

（１）現況調査

⑤現状の環境(商店街)
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空き家・空き店舗

⼤慈寺

市役所

空き地や駐⾞場

商店街の名残
⾞通りは⽐較的多い

景観を阻害する⼤規模な廃墟

⼤規模なスーパー跡



対象エリア:志布志市商店街(市が指定する商店街モデル地区)
対象者:商店街事業者 43店舗(現在営業している商店街店舗の経営者)

（２）商店街事業者への個別意⾒ヒアリング

アンケート設問項⽬

聴取⼿法:対⾯
調査時期:9⽉-10⽉
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志布志市が商店街モデル地区と指定しているエリアにてヒアリング調査を実施。調査結果をもとに作成。
エリア別で感じている課題をマップに落とし込み、エリア別の対策検討に⽤いる。

昭和通り

中央通り

上町通り・賑わいがほしい
・駐⾞場は⾜りている

・ランチ帯は賑わい、お客さんも多い
・駐⾞場が⾜りていない

・飲⾷店はお客さんがまばら。
・閉業を考える店も有り。
・商店街通りへ愛着をもち、ポジティブな印象をもつ事業者もいる。

・夜間帯の暗さへの課題感は薄い。
→ そもそも⼈通りが少なく、意識しない可能性あり。
→唯⼀ある飲⾷店は駐⾞場があるため歩く機会がない。

・空き店舗が多い
・「商店街である」という認識をあまりもっていない。

・交差点の⾞の進⼊が危ない。

【全体に共通する課題感】
・夜間が暗い
・⾞のスピードが早く危険
・賑わいが少ない
・歩⾏者が少ない
・催し物をする際の横の連携体制が弱いと感じている。
・⼦供が遊べる場所がない。

（２）商店街事業者への個別意⾒ヒアリング（回答結果）

課題感マップ
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（３）志布志商店街の強みと課題
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歴史的に交通の要所であり、
現在も国内外への航路がある

地理的立地

⼤隅半島への「⽞関⼝」としての
役割

交通拠点

薩摩武⼠の⽂化や⼭城跡、
地形など麓地域の特性

歴史と文化 商店街に残る昼間の活気
市役所周辺に商店が集まり、
⽣活動線上にある

歴史的景観

歴史的⾵致のある建物や、昔ながら
の狭い道に沿った街並みが残る

志布志麓（⽇本遺産）、駅、港に近く観光
客やフェリー乗客の流⼊が⾒込める

観光との連携

志布志東部地区 志布志商店街

①強み



（３）志布志商店街の強みと課題
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港、駅、商店街間の公共交通が不⼗分

娯楽

医療

特に⼩児科の医療機関が不⾜

宿泊施設が少ない

歩行者環境

⾼い⾃動⾞通⾏量と速度
宿泊 照明

夜間の暗さが⽬⽴つ

不明確な訪問⽬的と訴求⼒の不⾜
観光

駐車環境
駐⾞場不⾜と公設駐⾞場の認知不⾜

交通アクセス
レジャー・エンタメ施設の不⾜

景観・街並み
路⾯に⾯した駐⾞場で街並みが⻭抜
け状になっているなど景観に統⼀感
がない

志布志東部地区 志布志商店街

②課題
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（４）課題認識のまとめと施策案

区分 カテゴリ 主な課題内容 解決案

志布志東部地区

観光・誘客 志布志を訪れる⽬的が不明確
・観光資源（歴史・港・麓⽂化など）を活かしたテーマ
型観光の開発
・観光PRの強化
・新志布志港の滞在拠点化

宿泊 宿泊施設が少ない ・古⺠家を活⽤した宿泊施設の整備(分散型滞在施設)
・観光ルートとのセット販売

娯楽 レジャー施設の不⾜
・⾃然体験施設や⽂化施設の設置
・季節イベントの開催
・空き家改修での滞在拠点整備

医療 ⼩児科不⾜ ・医師誘致⽀援や診療所の分院誘導など

志布志商店街

歩⾏者環境 ⾞の通⾏量と速度で歩⾏者が危険 ・歩⾏者優先空間の整備
・速度抑制舗装の導⼊

照明 夜間が暗い ・照明計画の策定、景観に合った照明の導⼊

駐⾞場 駐⾞場不⾜＆公設駐⾞場の周知不⾜ ・駐⾞場案内サインの整備
・空き地活⽤型の駐⾞スペースの確保

滞在・賑わい ⼦どもの遊び場や来訪者の滞在場所が少ない
・ベンチ、広場、カフェスペースの設置
・⼦育て世代向けの交流拠点の整備
・志布志の⽣業創出(雇⽤の創出)
・店舗の誘致

交通アクセス 港〜駅〜商店街間の交通⼿段が不⾜
・2次交通（グリーンスローモビリティや電動⾃転⾞な
ど）の導⼊
・志布志港から志布志駅・商店街・志布志麓までの観光
動線の整備

景観・街並み 景観の乱雑さ・まちなみの⻭抜け状態

・空き店舗や空き地の活⽤
・歴史的景観の維持
・景観ガイドラインの策定
・統⼀感のある外観改修への⽀援
・空き地の緑化・オープンスペース利⽤



3. 景観デザインの⽅針
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２. 景観デザインの⽅針

17

志布志麓や志布志港、千軒町などの歴史と豊かな海と⼭の⾃然が調和する志布志の景観を活かし、散策が楽しい
まちづくりを実現する。歩くことが楽しみになるような取り組みを通して、観光と地域経済の活性化を⽬指す。



⽅針に基づいた具体的な施策の実施
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志布志市は歴史ある港町であり、海と⼭に囲まれた⾃然豊かなまちである⼀⽅で、志布志東部地区の空き家の増加や観光客の回遊性
の低さといった課題が⾒られる。また、地域の魅⼒が⼗分に活かされておらず、地元住⺠や来訪者にとって“歩いて楽しめる”環境の整
備が求められている。

• 歴史・⾃然・⽂化を活かした景観整備により、志布志の魅⼒を可視化
• 「歩く楽しさ」を創出することで、観光回遊性を向上
• 地元住⺠と観光客の交流によるまちの賑わいを創出し、地域経済を活性化

• 観光PRの強化
• 観光ルートとのセット販売
• 歴史・港・麓⽂化を活かした
テーマ型観光の開発

• 空き店舗や空き地の利活⽤
• 歴史的景観の維持
• 照明計画の策定・導⼊（景観配慮）
• 景観ガイドラインの策定
• 外観改修⽀援
• 空き地緑化・オープンスペース活⽤

景観整備観光戦略

• ベンチ、広場、カフェなどの設置
• ⼦育て世代向け交流拠点整備
• 店舗の誘致、⽣業（雇⽤）の創出

志布志商店街の
経済活性化

滞在拠点の整備 回遊性の向上

• 新志布志港を滞在拠点化
• 古⺠家を活⽤した分散型宿泊施
設の整備

• 空き家改修での滞在拠点整備

• 歩⾏者優先空間の整備
• 速度抑制舗装の導⼊
• 駐⾞場案内サインの設置
• 2次交通導⼊（グリーンスローモビリティ・
電動⾃転⾞など）

• 志布志港〜駅〜商店街〜志布志麓の観光動
線整備

賑わい促進

２. 景観デザインの⽅針



4. 具体的な施策
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厨房兼販売スペースへの改修
チェックインスペース

客室・客室への改修

①エリア内の象徴的な建物の活⽤

例）⼭中⽒邸改修・活⽤イメージ
市の所有物件であり、現在は空き家となっている。
今後活⽤する際は路⾯に⾯した建物1階部分については市内外の⼈が⼊りやすい店舗に改修、などが考えられる。

ギャラリーやイベントスペースへの改修

（１）空き店舗や空き地の活⽤
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②補助制度の確⽴

所有者

活⽤希望者志布志市

改修

(補助)

物件

賃貸 運営

（１）空き店舗や空き地の活⽤

商店街には店舗兼住宅が多いため、店舗と住宅の間に明確に区切りをつけ、店舗側にも⽔回りの設備を設置する。
借りやすい、貸しやすい状況を作る補助制度設⽴の検討をする。

住宅 店舗

21
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③空き家マッチング体制の整備

相談窓⼝

志布志市

空
き
家
所
有
者

利
⽤
希
望
者

運営委託

空き家バンク

登録不動産業者
仲介（契約）

物件募集
（PR）

情報発信（PR）
事業計画、法令など助⾔
助成に関する情報提供

物件登録 問合せ

仲介依頼

紹介/内覧調査

購⼊
改修

売却/賃貸

宅建免許

空き家情報
調査報告

（１）空き店舗や空き地の活⽤

空き家バンク制度を活⽤しながら、志布志東部地区に特化した空き家マッチング体制の構築を⾏う。
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④共同事業体の組成

共同事業体（資⾦調達・改修）

物件所有者

運営事業者（運営）

マスターリース

サブリース

賃料

賃料

売却 購⼊

リース 賃料

⾏政や観光特産品協会、銀⾏が出資した共同事業体で空き家を改修して貸し出す。

共同事業体が物件所有者から物件を借り受け、物件の改修および改修にかかわる資⾦調達を⾏う。
改修した物件を運営事業者に貸し出し、運営事業者からの賃料をもとに⾦融機関への返済を⾏う。
運営事業者にとっては初期投資のハードルが下がり事業の新規参⼊しやすくなり、共同事業体にとっては、安定的に返済の源泉となる賃料を得ら
れるメリットがある。

⾦融機関
など

融資投資

返済
配当

宿泊者
など

売上

サービス

官公庁
など

改修
補助

（１）空き店舗や空き地の活⽤
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⑤店舗誘致

空き家・空き店舗

⼤慈寺

市役所

空き地や駐⾞場

（１）空き店舗や空き地の活⽤

現況調査に基づいて、将来的に考えられる商店街の店舗マップを作成した。
チャレンジショップも検討できる。

廃墟を除却し、
親⽔広場・カフェとして活⽤

⼤慈寺

市役所

公園

麓を意識した意匠の駐⾞場広場の周知・活⽤

地域住⺠が利⽤できるカフェ兼古⺠家ホテル

事業者撤退により⽣まれた⼤きな駐⾞場を⼀部広場へ

既設建物を⼦育て⽀援施設として活⽤

前川や志布志麓への動線

志布志駅や志布志港への動線

【麓の⼊り⼝周辺】
志布志市や麓の歴史を学べる施設の設置

地域住⺠や滞在客が集える
カフェ

ベーカリーカフェや
飲⾷店舗の誘致
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第⼀期計画エリア（案）

⼤慈寺

市役所

公園や広場の活⽤

麓を意識した意匠の駐⾞場広場の周知・活⽤

伝統的なつくりの建物の活⽤

商店街エリア活性化計画
景観整備

事業者撤退により⽣まれた⼤きな駐⾞場を⼀部広場へ

市役所周辺や国道と繋がる
動線周りの活性化計画

寺社など歴史資源活⽤

麓の地形を感じられる整備
植栽管理など

商店街の活性化のための第⼀期計画エリアを設定する。街歩きを促すきっかけになるように、商店街を中⼼とした動線を整備する。

歩いて楽しい「将来景観計画」のイメージ

既設建物を⼦育て⽀援施設として活⽤

活⽤物件の連携

（２）歩いて楽しい空間の向上

前川や志布志麓への動線

志布志駅や志布志港への動線

廃墟を除却し、親⽔広場・カフェとして活⽤

【麓の⼊り⼝周辺】
志布志市や麓の歴史を
学べる施設の設置
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将来の景観づくりに向けた検討に向けて

現在の環境(景観)

+⼤隅半島に位置する地域
志布志麓の歴史

志布志港の歴史（交易の歴史）

●港湾政策と合わせた景観の取り組み

出典：「景観計画・まちづくりの質向上アイデア集」令和５年３⽉国⼟交通省都市局公園緑地・景観課

（２）歩いて楽しい空間の向上
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電柱・電線などインフラ施
設改修提案

街灯などストリートファニチャー
の考え⽅整理

空き地や駐⾞場のあり⽅整理
今後新築する施設のデザイン

コード設定

既存建物外装の考え⽅整理

商店街の歩⾏空間とし
ての舗装整備

商店の構えなど町並みに配慮
した外装の改修提案

みどり・⾃然の⾒せ⽅や街路樹
管理の⽅針整理

景観計画の素案
景観計画の素案をスケッチで表した。景観計画は1年ほど時間をかけて調査・策定するのが望ましい。

歩いて楽しい「将来景観計画」のイメージ

広告物・看板の考え⽅
整理

屋外配置物の考え⽅整理
ベンチなど屋外ファニチャー
設置提案

（２）歩いて楽しい空間の向上
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旧ヒバリビルや前川沿いのホテル跡地を
休憩できる公園や⽔辺の広場などに改修
し、オープンスペース活⽤を検討する。

道路であり、歩⾏者空間となる箇所の歩道
整備を⾏う。舗装パターンを変えることで
歩⾞道を区別している事例。

セットバックしている店舗などにおいて、
前⾯にテラスやベンチを設けることを検討
する。麓では湧⽔を活⽤できる可能性あり。

夜間帯の暗さを解消する街灯の設置など
ほどよい明るさ・暗さの調整。
規制することで調和を感じる夜景をつく
る。（照明ガイドラインの検討）

看板やサインに統⼀感を持たせ、景観を
整える検討。
地域のカラーを検討する。

（２）歩いて楽しい空間の向上

具体的な取り組み案
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建物外観の調整・地域としての統⼀感づくり 景観に馴染んでいる地域資源の活⽤ セットバック部や空き地など活⽤

通りの舗装の整備 その他景観が馴染むための調整や制度づくり統⼀感じるストリートファニチャーやサイン

（２）歩いて楽しい空間の向上

具体的な取り組み案
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環境整備事業の事例(静岡県三島市 街中がせせらぎ事業)

市⺠主導の計画策定、⽬的に向けた役割分担による協働事業として実施された。
市中にある⽔資源を活⽤した河川整備、市⺠提案に基づく道路整備、さらに環境や景観に配慮した整備が実施されている。

以前の三島駅前 以前の源兵衛川 以前の駅前通り

現在の三島駅前 現在の源兵衛川 現在の駅前通り

環境・景観はテーマを定めて整備しない場合、乱開発となる可能性がありまちなみ再⽣にも時間がかかる

（２）歩いて楽しい空間の向上
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屋外活⽤のイメージ事例

事例：⻑野県上⾼井郡⼩布施町 町並み修景事業

公共施設間の舗道（クリの⽊レンガ舗装） 建物脇のオープンスペース

伝統的な町並みと合わせた壁や⽔路 建物脇のオープンスペース 建物脇のオープンスペース

建物脇のオープンスペース

（２）歩いて楽しい空間の向上
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港町の環境整備や活⽤のイメージ

海が⾒える整備・修景 港湾の景⾊やシークエンスの検討 夜景の検討

⼈が溜まれる空間づくり ⼈が溜まれる空間づくり ⼈が溜まれる空間づくり

（２）歩いて楽しい空間の向上
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景観条例の策定

例：神奈川県⾜柄郡真鶴町 美の基準

⾵情のあるコミュニテイスペース 現在の真鶴

「美の基準」の冊⼦ 海が⾒える素朴な町並み リゾートなど乱開発が⾏われていた可能性

景観条例のイメージ、乱開発から環境・景観を守った事例

（２）歩いて楽しい空間の向上
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景観計画の策定・規制やデザインコードの策定

例：愛媛県⼤洲市

建築物や⼯作物の制限 町並みの考え⽅ 屋外広告物に関する規制

（２）歩いて楽しい空間の向上
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⿅児島県内の麓の事例

出⽔麓：通りの景観整備 知覧麓：通りの景観整備 ⼊来麓：蔵や茅葺き住宅などの公開

出⽔麓：伝統的建物や空きスペースの活⽤ 知覧麓：歩道の整備 ⼊来麓：⽣活道の景観整備

他の麓エリアとの調和や統⼀感づくりや、志布志麓ならではの修景の取り組み

（２）歩いて楽しい空間の向上

建物・オープンスペースの活⽤や⽯積み・⽣け垣の⼿⼊れなど修景がなされている。
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屋外配置物の考え⽅整理
ベンチなど屋外ファニチャー設置提案

広告物・看板の考え⽅整理

電柱・電線などインフラ施設改修提案

街灯などストリートファニチャーの考え⽅整理

空き地や駐⾞場のあり⽅整理
今後新築する施設のデザインコード設定

既存建物外装の考え⽅整理

商店街の歩⾏空間としての改修提案

商店の構えなど町並みに配慮した将来的な改修提案
例：現状の⾃然や歴史にマッチする外壁

みどり・⾃然の⾒せ⽅や街路樹管理の⽅針整理

景観阻害要素となり得る広告
物のルールを設定する

電柱の埋設などインフラ施設のありかたを検討する

景観を阻害しているものは撤去、
⾵情があるものは残すなど整理する

今後加わる施設のデザインコード設定し、
景観が乱れることを防ぐ

景観を形成する⼤きな要素となるの
で今後のあり⽅を検討する

商店街の歩⾏空間のしつらえを提案する
歩⾏者と⾞が誘導されるデザイン

将来的に志布志の景観が整うよう計画する

景観構成要素であるビロウなど

商店街通り改修・活⽤イメージ

パーゴラなど夏に⽇陰をつくる施設

（２）歩いて楽しい空間の向上
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既設建物の改修・活⽤

オープンスペースの整備・活⽤

⾵情ある既設建物改修・活⽤の屋外整備イメージ

（２）歩いて楽しい空間の向上

37



オープンスペースの整備・活⽤

⼦育て⽀援施設としての改修

駐⾞スペースの維持・整備

⼦育て⽀援施設となる旧ヒバリビルのオープンスペース改修活⽤イメージ

活⽤施設をつなぐ動線整備

（２）歩いて楽しい空間の向上

活⽤が期待される市の指定⽂化財「⼭中⽒邸」の⽬前に広がる駐⾞場スペースの活⽤案を⽰した。
市役所周辺で不⾜している駐⾞場としての機能は残しながら、⼭中⽒邸と旧ヒバリビルの利⽤者が⾏き来しながら休憩もできるような活
⽤が検討できる。
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⽔辺のオープンスペースとしての改修

⽔辺のアクティビティ造成

地域の川の景観修景

前川沿いの景観整備・⽔辺空間活⽤イメージ

現在空き家となり景観を阻害している危険家屋・廃墟を撤去し、かつて志布志の経済発展に⽋かせなかった前川を近くに触れられるオー
プンスペースへ改修する。麓と商店街をつなぐ滞在拠点の整備や前川でのアクティビティを造成も検討できる。

（２）歩いて楽しい空間の向上
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湧⽔利⽤のオープンスペース改修

古⺠家の改修・活⽤

麓の景観修景

麓のみどりのあり⽅検討

麓の景観整備イメージ

本計画の対象地域外であるが、志布志商店街エリアの整備と合わせて、修景など必要な整備を⾏うとエリア⼀帯の景観が良化できる。

（２）歩いて楽しい空間の向上
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志布志麓庭園のライトアップ

志布志麓に現存する庭園をライト
アップし、夜間帯の観光コンテン
ツとして提供。夜の美しい庭園の
魅⼒を訴求することで、宿泊に繋
げ滞在時間の⻑期化に寄与する。

事例：佐賀県唐津市「BARまいづる荘」



⽞関⼝・志布志港から商店街・麓までの観光動線の整備
観光動線（案）を⽰す。道路・駅・港など町の⼊⼝や各エリア
の関係性を⽰すものとして作成する

鉄道銀座街

志布志麓

志布志駅

志布志港
志布志駅・商店街への2次交通の整備
グリーンスローモービルや周遊バスなど

⾃家⽤⾞

⾃家⽤⾞

⽔辺親⽔施設の整備

志布志観光船バース

公園の活⽤

商店街

麓エリアの魅⼒向上
屋外空間の整備

駅周辺エリアの魅⼒向上

船を使う前川動線

（３）港町・志布志としての観光動線整備
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フェリー機能の移転先

航路



⼤浜緑地（都市公園）の活⽤

志布志麓から志布志商店街、志布志港までの動線上には東⻄に伸びる都市公園「⼤浜緑地」がある。今後、志布志麓や商店街から志布
志港までの道のりを繋ぐ滞在拠点としての整備やさらなる活⽤も期待できる。

マルシェや⾳楽演奏の開催
例）「江津湖Living」（熊本県熊本市） 運営：くまもと江津湖魅⼒化推進協議会

野外映画祭の開催
例）「こうさてんシネマ」(熊本県甲佐町)
運営：⼀般社団法⼈パレット

景観に溶け込む⽊造建築の飲⾷施設のオープン
例）「⼤濠テラス」(福岡県福岡市)
九州の産品を販売するショップとギャラリー、レン
タルスペースが併設されている。

（３）港町・志布志としての観光動線整備
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公園への誘導を促す動線

⽇陰になる場所

歩きたくなる歩道整備

カフェなど滞在施設

⼤浜緑地（都市公園）や駅前空間の景観整備イメージ

志布志商店街エリアの整備と合わせて、修景など必要な整備を⾏えるとよい。
港から商店街へ海⾵を感じるウォーキングロードやサイクリングロードの整備も期待できる。

植栽の管理
間引きや剪定

（３）港町・志布志としての観光動線整備
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みどりの広場
（防災やイベントなど
多⽬的利⽤可能な屋外スペース）

駐⾞スペース

歩き⼼地よいプロムナード
（ベンチや街灯などストリートファニチャー設置）

海辺広場
（イベントやマルシェができる場として活⽤）

緑量感じられる疎林

志布志港観光船バースの整備イメージ

海の⽞関⼝として、外港地区へのフェリー移転と併せて、観光客の寄り合いや地域住⺠の⽇常の滞在拠点としての整備・改修・修景を
⾏えるとよい。

（３）港町・志布志としての観光動線整備
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交通⼿段の整備

志布志港のフェリーターミナルからJR志布志駅⽅⾯への路線バスの運⾏は、フェリーさんふらわあの出発・到着時刻に合わせた運⾏と
なっている(1⽇上り下りで1本ずつ)。
観光特産品協会ではレンタサイクルを所有し、現在フェリー乗り場にも電動⾃転⾞を配置しているが、キャリーケースなどを携⾏する
来訪者が志布志市内に向かう際に利⽤できる交通⼿段はほぼタクシーに限られる。
そのため、志布志麓エリアや商店街の幅員の狭い道路を運転するにも便利な電動モビリティなどを活⽤することが今後検討できる。

⾹川県三豊市  
https://www.city.mitoyo.lg.jp/kakuka/seisaku/koutsuu/4_1/11199.html

岩⼿県陸前⾼⽥市
https://www.city.rikuzentakata.iwate.jp/soshiki/machizukurisuishinka/seikat
sukankyokakari/3/6240.html

（３）港町・志布志としての観光動線整備
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志布志港から商店街を経由した志布志麓までの観光動線(まとめ)

各エリアの往来

志布志港

志布志駅周辺

志布志商店街

志布志麓

・滞在プランづくり：さんふらわあ〜港〜⼭中⽒邸など(クルーズ船とセットなど)
・ 2次交通機関/交通機能の整備

・⼊⼝滞在施設整備
・観光船バースの魅⼒向上
・住⺠が⽇常利⽤できるオープンスペースとしての整備

・志布志駅舎の情報受発信拠点・観光案内機能の充実
・公園の魅⼒アップ（マルシェの開催、歩いて⾏きたくなるカフェや歩道の整備など）
・サンポートしぶしアピアの集客⼒向上に繋がる店舗誘致等利活⽤の検討
・夜の飲⾷店を含む飲⾷店のさらなる充実

・歩きたくなる商店街に向けた検討・計画
・10年から20年後の志布志商店街景観まちづくり
・現状できることから始める整備

・20年後の志布志麓環境づくり計画の検討
・麓の⾃然整備の⽅針
・麓エリアの建築規制づくり

・空き店舗改修活⽤
・分散型滞在施設展開

・空き家改修活⽤
・分散型滞在施設展開
・湧⽔など価値ある⽔辺の改修活⽤

（３）港町・志布志としての観光動線整備

地域住⺠・商店主等の事業者・来訪者・関係機関が協⼒し、歩いて楽しい志布志の魅⼒を育てることが必要。
景観整備やイベント等を通じて志布志のブランド⼒を⾼め、持続可能な観光と交流の拠点となることを⽬指すことが求められる。



５. 活⽤可能な国の補助制度
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（１）新たなインバウンド層の誘致のためのコンテンツ強化等
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（２）地域観光魅⼒向上事業
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（３）地⽅創⽣プレミアムインバウンドツアー集中展開事業
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（４）ウォーカブルシティ政策

政府は「都市再⽣特別措置法等の⼀部を改正する法律（令和２年法律第４３号）（令和２年９⽉７⽇施⾏）」により、市町村がまちなかにお
ける交流・滞在空間の創出に向けた官⺠の取組をまちづくり計画に位置付けることができるようにした。国⼟交通省では、こうした地域の取
組に対して、法律・予算・税制のパッケージによる⽀援を⾏っており、「居⼼地が良く歩きたくなる」空間づくりを促進し、魅⼒的なまちづ
くりを推進している。



6. 他地域事例
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ロンドン市のロンドン交通局が交通政策の中⼼に⼈々の健康を据え、「健康的なストリートとは何か？」をヴィジョンとして明確化し実現す
ることを⽬的に設定された指針。下記に指針として設定された10項⽬を記載する。

（１）ロンドン・ヘルシーストリートアプローチ（“Healthy Streets for London” by Transport for London）
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まちに暮らすあまねく⼈々に来ていただける「私設公⺠館」のような場所にしたい、という想いでつくられた、洗濯機・乾燥機や
ミシン・アイロンを備えた「まちの家事室」付きの喫茶店。

（２）私設公⺠館「喫茶ランドリー」本店（東京都墨⽥区）
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